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一
岡

ω品
開
算
を
識

u
t一
五
ふ
町
中
は
、
一
つ
の
大
き
な

仕
端
で
あ
る
。
侃
ん
や
、
そ
の
財
政
純
際
事
情
を
同
時
に

し
、
そ

ω珠
算
編
成
方
法
を
同
時
に
す
る
諸
国
に
つ
い

τ、
珠
算
内
閣
際
比
肢
を
試
み
る
と
云
ム
事
は
、
直
に

困
維
な
る
事
悩
を
伴
ふ
の
で
あ
る
o

勿
論
曲
川
崎
昇
市
に
羅

列
せ
る
数
字
を
そ
り
ま
、
拾
ひ
上
げ
.
こ
れ
を
機
械
的

に
数
へ
る
事
は
、
極
的

t
容
易
で
あ
る
が
、
ニ
れ
恰
も

珠
算
士
論
ま

y
h
し
ご
同
慌
の
結
果
に
蹄
指
す
る
仰
で

あ
る
。
珠
算
に
示
さ
れ
た
る
数
字
を
質
質
的
に
解
剖

L
、
そ
の
背
後
に
ひ
そ
む
で
ゐ
る
珠
算
編
成
山
奥
相
を

摘
挺
す
る
粍
度
に
迄
漣
す
る
に
は
、
可
な
'
り
の
努
カ
が

必
要
で
あ
る
。

韓

鋭

組
針
路
算
と
純
計
掠
算

誰

左希

組
計
強
算
ご
純
計
珠
算

汐

見

体
二
十
二
審

(
第
四
銃
一
宜
λ
}

プ〈
j. 

白日

珠
算
編
成

ω質
質
に
鯛
れ
る
ご
云
ふ
意
味
に
於
て
品
開

算
を
説
h
u
事
は
、
局
外
者
に
E
つ

τは
殆
A
ど
不
可
能

だ
云
っ
て
も
よ
い
。
特
に
其
岡
以
外
に
在
る
人
に
己
う

て
は
、
英
国
的
漁
算
は
金
〈
の
謎
で
あ
る

o
m
n
g
s数

授
が
「
日
本
の
務
第
七
は
、
怖
に
秘
密

ω特
別
珠
算
が

合
ま
れ

τゐ
る
」
己
一
去
っ
た
の
も
、
一
は
-
-
の
事
情
に

基
く
の
で
あ
ら
う
。
此
意
味
に
於
け
る
秘
世
間
な
ら
ば
、

日
本

ω橡
算
に
限
ら
宇
、
世
界
各
闘
の
強
制
持
に
於
て
随

所
に
之
h
d
後
見
す
る
事
が
出
来
る
の
で
あ
る
o

現
に
、

賠
償
委
員
食
山
専
門
家
委
員
命
の
如
き
、
濁
出
唱
の
賠
償

金
支
榔
施
カ
を
制
査
f
る
縛
め
に
凋
逸
的
強
算
に
手
を

染
め
た
が
、
結
局
獅
逸
の
油
開
算
U
不
可
解
な
も
己
匙
を

投
げ
た
の
も
、
そ
の
迎
例
で
は
な
い
か
。

然
し
橡
算
が
秘
密
を
合
み
、
そ
の
踏
密
が
局
外
者
に

全
く
明
加
に
せ
ら
れ
な
い
の
は
、
喜
ば
し
い
事
で
は
な

レ
。
特
に
財
政
準
的
研
究
に
た
づ
き
わ

ι
者
に
E
つ
て

は
、
蹴
る
遺
憾
で
め
る
。
た
ま
た
主
近
着
の
り

EZnvo

g耳
切
手
旧
安
i
N
O
吉
田
叫
に
於
て
巴
戸
〉
自
己
』

2
0口
氏

が
、
一
般
問
題
ご
し
て
総
計
画
用
算
こ
純
計
珠
算
正
の
長

短
を
比
較
し
、
真
仁
其
質
例
ご
し
て
凋
地

ω珠
算
を
解

Budget S. 96 (Handwurterbuch der Sla川 5wissen5cl1fL rt~n. ，rie山 AuAage
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で つ 剖
ゐてし
る 獅 τ
o進ゐ

())る

Jltの
政で
に ゐ
つ る
さ 。

ー 我
つ等
の 外
研 凶
究人

詩句
を こ
得れ

誇 よ

--

H
O
昌

g
氏
は
、
先
づ
第
一
に
総
計
像
算
主
義
(
出
E
R
o
a

mg}
一
本
槍
に
て
進
む
を
戒
し
め
、
総
計
霊
去

に
純
計
政
相
拝

(zaRE)を
併
則
し
、
商
品
柚
の
長
所
hι

畿
却
す
べ
き
事
を
主
張
し
て
ゐ
る
。

財
政
事

ω数
科
書
を
見
る
ご
.
何
れ
も
純
計
珠
算
を

排
尿
し
純
計
珠
算
を
糊
め
て
ゐ
る
。
骨
骨
即
時
宮
は
、
純

政
入

13糾
支
出
を
掲

f
る
珠
算
で
あ
る
。
租
枕
牧
ん

な
ら
は
徴
枕
費
を
除
き
た
る
残
額
・
割
払
締
糖
収
入
な
ら

ば
純
畿
費
を
差
し
引
き
た
る
純
益
土
収
入
正
し
て
漁
算

に
計
上
す
る
の
で
ゐ
る
。
云
は
ば
倒
防
伴
的
受
抑

οし
た

る
も
の
の
全
部
で
無
〈
し

τ、
ぞ
の
頭
に
り
が
珠
算
面

に
現
は
れ
て
ゐ
る
誇
で
あ
る
。
之
に
反
し
・
砂
品
川
砂
鈴

に
於
て
は
、
有
も
岡
山
鼎
を
出
づ
る
も
の
な
ら
ば
総
て
支

自
に
計
上
し
、
碕
巴
盛
岡
山
陣
に
入
る
以
上
は
総

τ牧
λ
t

Lτ
勘
定
し
、
純
計
珠
算
的
場
合
山
如
き
中
間
的
懐
勘

定
を
一
切
許
き
な
い
の
で
あ
る
。
閥
庫
統
一
主
義
的
目

雑

鍬

組
計
蕗
算
と
純
計
融
算

的
は
総
計
換
算
に
於
て
始
め
て
遣
す
る
事
が
出
来
る
。

我
下
食
品
川
法
が
「
杭
税
其

ω他
一
切

ω牧
制
を
渇
入

ピ
L
、
一
切
内
総
帆
買
を
歳
山
E
し
歳
入
歳
出
は
之
を
抽
脇

謙
算
に
編
入
す
べ
し
」
「
国
務
大
山
は
其
の
所
管
に
風
す

る
政
人
を
隣
席
に
納
む
べ
し
、
直
に
之
を
使
用
す
る
こ

ご
を
得
宇
」
芭
規
定
せ
る
が
如
(
、
現
今
諸
凶
の
珠
算

は
殆
ん
ど
凡
て
・
主
義
正
し
て
総
計
撤
算
レ
採
別
し

τ

ゐ
る
。
過
去

ω
純
計
部
算
を
棄
て
現
今
の
総
計
謙
算
に

う
つ
っ
た
版
図
E
し

τ、
戒
は
中
央
集
榔

ω傾
向
が
強

f
な
っ
た
事
又
は
貨
幣
経
憐

ω畿
注
し
た
る
事
等
が
あ

げ
ら
れ

τゐ
る

Q

而
し
て
立
憲
政
治
的
破
立
ピ
共
に
議

算
を
灸
附
し
て
議
命
日

ω協
賛
を
受
〈
る
必
要
を
生
じ
た

事
が
、
線
計
噛
周
算

ω畿
越
の
勢
を
特
に
助
り
た
る
は
、

同
情
ム
吋
〈
も
無
い
。

か
〈
て
総
計
珠
算
を
採
用
す
る
事
に
よ
ち
閥
庫
の
統

一
が
保
た
れ
た
の
で
ゐ
る
が
、
こ
れ
の
み
に
て
は
藤
算

編
成
の
内
容
は
明
中
川
匂

ιな
い
の
で
ゐ
る
。
凡
そ
岡

家
の
行
政
は
之
を
支
出
行
政

ε恥
い
ん
一
作
官
ピ
の
二
つ
に

分
つ
事
が
出
来
る
。
財
務
行
政
ど
か
官
企
業
ご
か
云
ふ

も
の
は
、
常
に
純
牧
入
を
摘
す
も
の
で
あ
っ

τ、
r
r作

(
第
四
披

第
二
十
二
巻

一
五
え
)

プす
丸



雑

鍛

轍
計
珠
算
と
純
計
強
算

第
二
十
二
巻

(
第
四
腕
一
六
円
)

六
九
回

制

飾

十
一

TAE--
一

心
薗
ハ
・
z

+
Z、
突
甲
山

館。・z

政
に
風
す
る
。
然

L
財
務
行
政
及
ぴ
官
企
業
を
除
き
た
守
由

E
が
哨
純
な
る
総
計
輪
出
算
主
義
に
揃
足
せ
宇
、

晶
一
般
政
務
行
政
は
、
会
〈
股
入
を
時
間
ら
さ
ざ
る
か
、
真
に
純
計
換
算
の
併
用
世
主
張
す
る

ωは
、
会
〈
此
理

又
牧
入
を
賢
ら
す
仁

L
て
も
結
局
支
出
が
牧
入
を
超
過
一
由
に
碁
(
の
で
あ
る
G

す
る
か
の
何
れ
か
で
あ
る
か
ら
、
支
出
行
政
ピ
呼
ば
れ
一
一
一
一

て
ゐ
る
。
支
出
行
政
吉
牧
入
行
政
ピ
の
内
容
を
明
炉
に
一
』

2
3
は
湖
逸

ω経
w
阿
部
橡
算
を
例
に
己
b
旬
、
そ
の

L
、
而
し
て
雨
者
を
調
和
せ
し
り
る
所
に
、
噛
書
編
成
↑
職
前
千
九
百
十
四
年
の
政
宇
ご
戦
後
千
九
百
二
十
五
年

の
大
方
針
が
存
在
す
阜
の
で
あ
る
。
然
る
仁
、
車
純
な
一
の
数
字
ご
を
比
較
L
て
ゐ
る
。
軍
純
な
る
総
計
換
算
以

晶
一
組
副
頭
算
に
於

τ支
出
ピ
収
入
ご
が
漫
然
併
立
し
て
一
外
に
兎
仁
純
計
珠
算
を
掲
ぐ
べ
[
正
の
主
張
に
基
昔
、

ゐ
ー
は
、
そ
の
謙
算
山
歎
・
午
は
局
外
者
に
品
到
し
何
等
山
一
各
部
門
に
限
じ
て
純
計
除
算
を
衣

ω如
〈
算
定
L
た
の

意

味

を

も

粛

さ

な

い

の

で

あ

る

。

一

で

あ

る

つ

濁
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鍬

雑

締
計
蹄
算
と
純
計
藷
算

財
務
行
政
、
政
務
行
政
、
R

公
債
胃
卒
和
線
約
の
臨
時
行

及
び
官
業
の
五
つ
に
つ
き
、
純
支
出
叉
は
純
枚
入
に
属

す
る
敏
字
削
も
純
計
謙
算
を
計
上
す
る
芭
次
の
如
き
結

果
を
得
る
の
で
あ
る
。

一
丸
一
四
年

+
-
-
-
D
H
t
T
g
 

A

7

告

企
ロ
・
一
回

-
・
九
=
宜
年

+
且
・
沼
+
包

晶

子

昌

一

A

E

-

-
圃

叶
ロ
・
ロ
ロ

I
A
財

政

B
政

政

C
公

債

D
平
和
続
的
自
履
行

E
官

議
務革量

行 行

+ 

金

叫

叫

由

、
」
山
ル
一
四
年
正
一
九
二
五
年
E
の
爾
年
川
悦
吋
一
支

出
行
政
が
幾
何
の
純
支
出
を
必
要
正
し
、
枚
入
行
政
は

幾
何
の
純
収
入
を
粛
し
た
る
か
、
而
し
て
雨
者
の
聞
係

如
何
は
、
ょ
の
純
計
議
第
に
よ
っ
て
始
め

τ
一
目
瞭
然

ぜ
な
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
単
純
な
る
純
計
強
算
の
侍
へ

得
ぎ
る
所
で
あ
る
。

四

我
国
仁
於
て
は
、
議
算
三
百
へ
ば
1
7
ら
な
い
も
の
、

代
名
詞
主
去
っ
て
宜
い
程
、
一
般
枇
曾
に
知
ら
れ
て
ゐ

な

ν
の
で
あ
る
。
而
し

τ我
が
穆
算
を
謎
に
遵
〈
最
大

o 

都

ニ

十

三

巻

-

六

ニ

)

大

九

六

原
因
は
.
三
十
以
上
の
特
別
曾
計
が
一
般
曾
計
の
外
に

存
し
且
つ
一
般
曾
計
己
特
別
品
開
計
正
の
閥
係
が
一
様
で

な
い
事
で
あ
る
。
其
結
世
端
正
し
て
一
倍
幾
億
園
の
金
が

園
庫
に
入
h
幾
億
園

ω経
費
が
閥
障
を
山

τゐ
る
か
に

つ
き
会
〈
見
醤
が
つ
か
守
、
結
局
、
名
ゐ
h
て
貨
な
き

飽
風
刺
珠
算
を
擁
し
て
ぬ
た
の
で
あ
戸
花
。
最
近
小
川
博

士
げ
研
究
を
始
め
正
し
、
太
田
博
也
大
歳
省
の
努
カ
仁

よ
っ
て
此
方
面
が
多
少
改
善
せ
ら
れ
た
の
は
、
喜
ば
し

い
事
で
あ
る
。
帰
来
我
闘
に
於
て
一
般
曾
計
特
別
曾
計

を
混
じ
た
る
綜
合
謙
算
、
綜
合
決
算
が
会
に
せ
ら
れ
る

様
な
事
に
で
も
な
れ
ば
、
純
計
由
席
算
主
義
よ
b
総
計
謙

算
主
義
へ
の
道
は
一
一
盾
よ
〈
開
り

τ行
〈
事
で
あ
ら

う
。
然
L
』
自
由
民
が
濁
治
的
強
算
に
於

τ試
み
た
る
が

如
，
¥
我
図
的
組
計
謙
算
は
同
時
に
純
計
現
算
の
特
色

を
渡
し
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

世
界
何
れ
の
闘
に
於
て
も
純
計
珠
算
に
徹
底
し
た
る

例
な
〈
又
線
計
預
算
の
み
ケ
賞
行
し
て
ゐ
る
事
b
聞
か

な
い
。
要
は
純
計
珠
算
吉
総
計
抽
用
算
ご
を
如
何
な
る
程

度
に
調
和
す
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